
CorelDRAW® Graphics Suite 2017 ではアプリケーションと補助プラグインが完全統合され、ベクトル イラスト、ペー
ジ レイアウトをはじめ、写真編集、ビットマップからベクトルへのトレーシング、Web サイトのデザインまで、あら
ゆる操作に対応しています。 

CorelDRAW 2017 の作業領域

Welcome スクリーン
Welcome スクリーンは中央に位置し、ここから、学習資
料、製品情報、さまざまなアプリケーションの作業領域
にアクセスしたり、アプリケーション、プラグイン、拡
張機能を取得したりできます。 

また、新しい機能を検
索したり、製品の最新
の更新プログラムを入
手したり、世界中の 
CorelDRAW ユーザー
が作成したデザインを
閲覧したりできます。

作業領域選択
特別な作業領域の集合。特定のワークフローやタスクで
よく使用されるツールにアクセスしやすくして生産性を
向上することが目的です。

利用可能な作業領域には、デフォルト、タッチ、Lite、
X6 Inspired、イラスト、ページ レイアウト、Adobe® 
Illustrator® などがあります。

作業領域を選択するには、[ ウィンドウ ]  
[ 作業領域 ] をクリックするか、Welcome スクリーン
で使用可能な作業領域のいずれか 1 つを選択します。

アクティブな作業領域にツールまたはコントロールを
追加するには、[ 素早くカスタマイズ ] ボタン  をク
リックします。

タイトル バー :開いたド
キュメントのタイトルが表
示されます。

ルーラー : マーカーがある目盛り付きの線。描画内
のオブジェクトのサイズと位置を決めるために使い
ます。

標準ツールバー : 開く、保存、印刷など、メニューとその他の
コマンドへのショートカットが表示される取り外し可能な
バー。

メニュー バー : プルダウン 
オプションとコマンドが表
示される領域。

プロパティ バー : アク
ティブなツールやオブ
ジェクトに関連するコ
マンドが表示される移
動可能なバー。

ツールボックス : 描画内のオ
ブジェクトの作成および修
正に使うツールが表示され
ます。

ドッキング ウィンドウ
: 特定のツールやタス
クに関連するコマンド
や設定が表示される
ウィンドウ。

描画ウィンドウ :スクロール 
バーとアプリケーション コ
ントロールで囲まれた領域。
これには、描画ページと周
囲の領域が含まれます。

カラー パレット : カ
ラー ボックスが入った
固定可能なバー。

描画ページ : 描画ウィンドウ
内の長方形の領域。作業領
域のうちの印刷可能な領域
です。

ナビゲータ : このボタ
ンをクリックすると、
描画を示す小さなウィ
ンドウが表示され、描
画内を簡単に移動でき
ます。

ドキュメントのパレット : 現
行のドキュメントのカラー 
ボックスを持つ固定可能な
バー。

ドキュメント ナビゲータ : ページ間の移動やページ
の追加に使用するコントロールがある領域。

ステータス バー : オブジェクトのタイプ、サイズ、カラー、塗
りつぶし、解像度など、オブジェクトのプロパティに関する情
報が表示されます。また、ステータス バーには現在のカーソル
位置も示されます。



CorelDRAW 2017 のツールボックス
CorelDRAW ツールボックス内のツールの多くは、フライアウト内に整理されています。これらのツールにアクセスするには、ボタ
ンの右下にある小さい矢印をクリックします。下の図は、デフォルトの作業領域で使用できるツールボックスとフライアウトを示
しています。これによりツールを簡単に見つけることができます。それでも探しているツールが見つからない場合は、ツールボッ
クスの下部にある [ 素早くカスタマイズ ] ボタン  をクリックします。[ 素早くカスタマイズ ] ボタンで、あまり使わないツール
を非表示にすることもできます。



テンプレート
テンプレートから新しいプロジェクトを簡単に開始でき
ます。名前、カテゴリ、キーワード、デザイナーの注記
を基準にテンプレートの参照、プレビュー、検索を行え
ます。

線を描く
曲線フライアウトの描画ツールを使用では、曲線や直線
のほか、曲線と直線のセグメントを含む線を描くことが
できます。線セグメントは、小さな正方形で描かれる
ノードによって接続されます。

スケッチ パッドにスケッチする場合は、フリーハンド 
ツール  と折れ線ツール  を使用してフリーハンドの
線を描くことができます。

新しい LiveSketch ™   ツールを使用すると、インテリ
ジェントなストローク調整とベクトル描画が可能になり、
フリーハンドのスケッチを簡単かつ迅速に行えるように
なります。LiveSketch ツールを使用してスケッチすると、
CorelDRAW により、スケッチの分析、調整、およびベ
ジェ曲線への変換が行われます。 

ベジェ ツール  とペン ツール  で
は、各ノードに精度を設定したり各曲
線セグメントの形状を制御したりする
ことにより、一度に 1 つずつセグメン
トを追加しながら線を描きます。

B スプライン ツール  では、フリー
ハンド パスを使用して描画された曲線
よりノード数が少ない滑らかな曲線を
作成できます。 

図形を描く
CorelDRAW には、図形を描くためのさまざまなツールが
用意されています。

長方形
長方形ツール  で (Ctrl キーを押しな
がら ) 対角線方向にドラッグすること
で、長方形や正方形を描くことができ
ます。3 ポイント長方形ツール  で
は、傾いた長方形を簡単に描くことが
できます。

楕円形
楕円形ツール  では対角線方向にドラッグ
することで楕円形を描くことができます。
Ctrl キーを押しながらドラッグすると、形状
が規制されます。3 ポイント楕円形ツール  
では、傾いた楕円形を簡単に描くことができ
ます。

弧や扇形を描くには、プロパティ バーの 
[ 弧 ] または [ 扇型 ] ボタンをクリックしてドラッグしま
す。

複雑な形状
オブジェクト フライアウトのツールを使用して、多角形、
グリッド、らせんのほかに、完全な星型と星型多角形の 2 
種類の星型を描くことができます。プロパティ バーを
使って、多角形の辺の数、星型のポイントの数、グリッ
ドの列の数、らせんの回転数を変更します。

完全形
オブジェクト フライアウトのツール
を使用して、基本図形、矢印、フロー
チャート形、バナー、コールアウト形  
を描くこともできます。プロパティ 
バーでプリセットの形状を選択し、菱
形のハンドル ( グリフ ) をドラッグし
て形状の外観を修正します。

テキスト
描画に追加できるテキストは 2 種類あります。段落テキ
ストとアート テキストです。また、外部ファイルから既
存のテキストをインポートしたり、クリップボードから
テキストを貼り付けたりすることもできます。



段落テキスト
段落テキストは、複雑なフォーマット
の設定が必要な長いテキスト段落に使
用します。段落テキストを追加するに
は、事前にテキスト ツール  でド
ラッグしてテキスト フレームを作成し
ておくことが必要です。

プレースホルダ テキストを挿入するには、テキスト 
フレームを右クリックし、[ プレースホルダ テキスト
の挿入 ] をクリックします。プレースホルダ テキスト
により、コンテンツを最終決定する前に、ドキュメン
トの外観をより簡単に評価できます。

アート テキスト
アート テキストは短い行のテキストに
使用し、ドロップ シャドウや等高線な
どのさまざまな効果を適用できます。
アート テキストは開いたパスや閉じた
パスにも追加できます。

テキストをパスに結合する
テキストをパスに結合するには、テキ
ストを選択し、[ テキスト ]  [ テキス
トのパス結合 ] をクリックします。パ
スの上にポインタを置き、ダイナミッ
ク プレビューを使用してテキストを配
置します。クリックすると、テキストがパスに結合され
ます。

テキストをパスに入力するには、テキス
ト ツール  をクリックし、パスにカー
ソルを合わせます。ポインタがパス結合
ポインタに変わってからクリックすると、
テキストが追加されます。

フォントの検索
CorelDRAW および Corel PHOTO-PAINT の [ フォント リス
ト ] ボックスを使用すると、フォントを簡単に参照、フィ
ルタ、検索できます。ウェイト、幅、サポートされるス
クリプトなどに基づくフォントのフィルタ、キーワード
を使用したフォントの検索、およびフォント パックのダ
ウンロードを簡単に行うことができます。

インタラクティブな OpenType の機能
フォントや選択した文字が OpenType 機能に対応してい
る場合は、OpenType 機能を使用して個々の文字 ( グリフ
) に対する代替の外観を選択できます。OpenType 機能に
は、分数、合字、序数、飾り文字、小型大文字、スワッ
シュ字型などがあります。OpenType フォントは Unicode 
をベースにしており、複数のプラットフォームや複数の
言語を使用するデザイン作業に理想的です。また、
CorelDRAW では、テキストに適用できる OpenType の機
能が表示されます。

[ 文字の挿入 ] ドッキング ウィンドウ
[文字の挿入 ] ドッキング ウィンドウ ([ テキ
スト ]  [ 文字の挿入 ]) では、選択したフォ
ントに対応する文字、シンボル、グリフが
すべて表示され、より簡単に文字を検索し
てドキュメントに挿入できます。

ページ レイアウト
[ ページ ] プロパティ バーでは、ページのサイズ、寸法、
向き ( 横置き / 縦置き )、測定単位、カーソルキー移動距
離、複製との間隔など、ページの設定を調整できます。

[ ページ ] プロパティ バーにアクセスするには、選択
ツール  をクリックして、描画ウィンドウの空白領
域をクリックします。

ドキュメント ナビゲータのページ タブを右クリック
するとコンテキスト メニューが表示され、現在の
ページの名前変更、削除、複製や、新しいページの挿
入を実行できます。

ドキュメント内のページ間を移動するには、アプリ
ケーション ウィンドウの左下にあるドキュメント ナ
ビゲータを使用します。

 プロパティ バーの [ ページ サイズ ] リスト ボックス
から、プリセットページ サイズを選択します。

 [ ページ サイズ ] ボックスでカスタムのページの幅と
高さを指定します。

 ページの向きを [ 横置き ] または [ 縦置き ] に設定し
ます。

 [ 現行のページ ] ボタンをクリックし、ページ サイズ
を現在のページのみに適用します。

 [ 描画単位 ] リスト ボックスから測定単位を選択しま
す。

1 2 3 4 5

1

2

3

4

5



ページ番号を挿入するには、[ レイアウト ]  [ ページ
番号の設定 ] をクリックし、必要な設定を選択しま
す。

ページ レイアウト ツール
ルーラー、グリッド、およびガイドラインを表示するこ
とで、オブジェクトを整列させて正確に配置できます。

グリッド、ガイドライン、およびルーラーの表示 /非
表示を切り替えるには、[ 表示 ] メニューをクリック
し、表示する項目を選択します。

レイヤ
すべてのコンテンツはレイヤ
上に配置されます。特定の
ページに適用されるコンテン
ツは、ローカル レイヤに配置
されます。ドキュメント内の
すべてのページに適用される
コンテンツは、マスター レイ
ヤと呼ばれるグローバル レイ
ヤに配置できます。マスター 
レイヤは、マスター ページと
呼ばれる仮想ページに配置さ
れます。

マスター レイヤ
奇数ページ、偶数ページ、またはすべてのページのマス
ター レイヤを選択することで、16 ページのパンフレット
や 32 ページのパンフレットといった複数ページのドキュ
メントでページごとのデザインを簡単に作成できます。

たとえば、偶数ページと奇数ページでヘッダーとフッ
ターのデザインを変更できます。

描画スケール
プリセットまたはカスタム描画スケールを選択して、描
画内の距離を実寸に比例させることができます。たとえ
ば、描画内の 1 インチが実寸の 1 メートルに相当するよ
うに指定できます。

描画スケールを設定するには、ルーラーをダブルク
リックして [ オプション ] ダイアログ ボックスを表示
します。[ スケールの編集 ] をクリックし、プリセッ
トまたはカスタムの描画スケールを選択します。

グリッドとベースライン グリッド
グリッドは一連の交差する破線または点として表示され、
これを使用して描画ウィンドウにオブジェクトを正確に
整列および配置できます。ベースライン グリッドは罫線
入りシートのパターンに沿った線で構成され、テキスト
のベースラインの整列に役立ちます。

グリッドとベースライン グリッドを設定するには、
[ ツール ]  [ オプション ] をクリックし、カテゴリの 
[ ドキュメント ] リストで [ グリッド ] をクリックしま
す。

ガイドライン
ガイドラインは、描画ウィンドウの
どこにでも引くことができ、オブ
ジェクトを配置に役立ちます。ガイ
ドラインの選択、移動、回転、ロッ
ク、削除や、ガイドラインのカラー
や破線パターンの変更が可能です。

ガイドラインを追加するには、垂直ルーラーまたは水
平ルーラーから描画ウィンドウにドラッグするか、
[ ツール ]  [ オプション ] をクリックし、カテゴリの 
[ ドキュメント ] リストで [ ガイドライン ] を選択しま
す。

スナップ
オブジェクトを移動または描画する際に、描画内の他の
オブジェクト、ページ要素 ( ページ中心など )、ドキュメ
ント グリッド、ピクセル グリッド、ベースライン グリッ
ド、またはガイドラインにオブジェクトをスナップでき
ます。オブジェクトをスナップ ポイントの付近に移動す
ると、そのスナップ ポイントにロックされます。

スナップのオン /オフを切り替えるには、標準ツール 
バーの [ スナップ ] をクリックし、希望するページ要
素のスナップを有効または無効にします。

 先頭ページに移動します。

 直前のページに戻ります。

 [ ジャンプ ] ダイアログ ボックスを表示し
ます。

 次のページに進みます。

 最後のページに移動します。

 新しいページを追加します。

 ページ タブをクリックすると、対応する
ページに移動します。
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整列ガイド
整列ガイドを使用すると、オブジェクトを素早く配置で
きます。これらの一時的なガイドラインは、隣接する他
のオブジェクトの中心やエッジを基準にしてオブジェク
トを作成、サイズ変更、および移動するときに表示され
ます。

整列ガイドを表示するには、[ 表示 ]  [ 整列ガイド ] 
をクリックします。整列ガイドの設定を変更するに
は、[ ウィンドウ ]  [ ドッキング ウィンドウ ]  [ 整列
ガイドとダイナミック ガイド ] をクリックし、希望す
るオプションを選択します。

オブジェクトを操作する
オブジェクトの操作は、描画の作成の重要な要素です。

選択ツール  でオブジェ
クトを選択すると、選択
ハンドルがアクティブに
なります。縦横比を保っ
たままオブジェクトの寸
法を変更するには、コー
ナー ハンドルをドラッグ
します。縦横比を保たずにオブジェクトの寸法を変更
するには、中央のハンドルをドラッグします。

複数のオブジェクトを選択するには、Shift キーを押
しながら各オブジェクトをクリックします。

選択したオブジェクトを移動するには、オブジェクト
の中心にカーソルを置き、オブジェクトを新しい位置
までドラッグします。矢印キーを押すと、プリセット
距離だけオブジェクトが移動します。プリセット距離
の整数分の 1 だけ移動するには、Ctrl キーを押しなが
ら矢印キーを押します。プリセット距離の倍数だけ移
動するには、Shift キーを押しながら矢印キーを押し
ます。

オブジェクトを 2 回ク
リックすると、回転ハン
ドルがアクティブになり
ます。オブジェクトを時
計回りまたは反時計回り
に回転させるには、コー
ナー ハンドルをドラッ
グします。オブジェクト
をインタラクティブに斜変形化するには、中央のハン
ドルをドラッグします。オブジェクトの相対中心点を
設定するには、中心をドラッグします。

オブジェクトをグループ化すると、複数のオブジェクト
が単体として取り扱われます。グループ化により、同じ

フォーマットをグループ内のすべてのオブジェクトに適
用できます。

選択したオブジェクトをグループ化 /グループ解除す
るには、[ オブジェクト ]  [ グループ ] をクリックし、
希望するオプションを選択します。

描画内のオブジェクトはスタック順、通常はオブジェク
トの作成順またはインポート順に表示されます。

選択したオブジェクトの順序を変更するには、[ オブ
ジェクト ]  [ 順序 ] をクリックし、メニューでオプ
ションを選択します。

オブジェクトを作成順に選択するには、Tab キーを押
します。

オブジェクトを整形する
オブジェクトの形状を変更するには、整形ツール  を使
用します。オブジェクトの種類により整形方法は異なり
ます。

長方形
整形ツール  で長方形の角を
ドラッグすると、すべての角
を丸めることができます。

また、長方
形ツール  をクリックして、プロパ
ティ バーから面取り、スカラップ、
丸型の角を作成することもできます。
スケーリングしても角の元の半径は変
わりません。スカラップ、面取り、お
よび丸型の角を持つ長方形は、角で歪
みを発生させることなく伸縮できま
す。

楕円形
楕円形から扇形を作成するには、ポインタを楕円の内側
に置いて、整形ツール  で楕円形のノードをドラッグし
ます。楕円形から弧を作成するには、ポインタを楕円形
の外側に置いてノードをドラッグします。



多角形と星型
多角形や星型を変形するには、整形ツール  をクリック
し、希望する方向にノードをドラッグします。多角形か
ら星型を作成するには、中心方向にノードをドラッグし
ます。

その他の整形ツール
整形ツール  のほか、形状の編集フライアウトにも、ベ
クトル オブジェクトを微調整するためのクリエイティブ
なオプションを提供するツールが追加されました。

スムーズ化ツール  では、ギザギザのエッジを取り除
き、ノードの数を減らすことで、曲線オブジェクトをス
ムーズ化することができます。塗り付けツール  と 染
み付けツール  では、輪郭に沿って押し出しやくぼみを
付けてオブジェクトを整形できます。

旋回ツール  では、オブジェクトをクリックしてマウス 
ボタンを押したままにすることで旋回効果を適用できま
す。引き付けツール  と反発ツール  では、ノードを
引き付けたり反発させることでオブジェクトを整形でき
ます。ラフ ツール  では、オブジェクトのエッジに
沿ってドラッグすることでギザギザやスパイクの効果を
適用できます。

ツールごとに、プロパティ バーのコントロールでブラシ
の先のサイズや効果の強度を設定できます。

オブジェクトを曲線に変換する
長方形ツール  や楕円形ツール  などの整形ツールで
作成したオブジェクトで個々のノードを編集するには、
事前にオブジェクトを曲線に変換しておく必要がありま
す ([ オブジェクト ]  [ 曲線に変換 ]、または Ctrl + Q)。た
だし、多角形ツール  で作成したオブジェクトは例外
で、この規則は適用されません。

直線と曲線を整形する
曲線オブジェクトや直線オブジェクトを整形するには、
整形ツール  でオブジェクトのノードやセグメントを操
作してノードを追加したり削除したりします。

ノードを追加するには、パスをダブルクリックする
か、パスをクリックしてプロパティ バーの [ ノードの
追加 ] ボタンをクリックします。

ノードを削除するには、ノードをダブルクリックする
か、ノードを選択してプロパティ バーの [ ノードの削
除 ] ボタンをクリックします。

ノードの数を削減するには、整形ツール  でノード
を選択範囲線で選択し、プロパティ バーの [ ノード数
の削減 ] をクリックします。

効果
オブジェクトに等高線、ドロップ シャドウ、べベル効果
を適用し、オブジェクトを立体的に見せることができま
す。

等高線
オブジェクトに等高線を付けると、オブ
ジェクトの内側または外側に向けて同心円
状の線が描かれます。

等高線を適用するには、オブジェクト
を選択し、[ 効果 ]  [ 等高線 ] をクリックし、
[ 等高線 ] ドッキング ウィンドウで必要な設定を選択
して、[ 適用 ] をクリックします。

ドロップ シャドウ
ドロップ シャドウは、オブジェクトと
平行な位置、右、左、上、および下の 
5 つの視点からオブジェクトに投じた
光でできるシャドウをシミュレートし
ます。ドロップ シャドウを付けるとき
に、視点を変更したり、カラー、不透
明度、フェード レベル、角度、フェー
ドなどの属性を調整したりすることが
できます。

ドロップ シャドウを適用するには、オブジェクトを
選択し、ドロップ シャドウ ツール  をクリックし
て、オブジェクトの中心からドラッグします。プロパ
ティ バーで属性を指定します。

開始ノード
終了ノード

( 曲線の方向を示す )

ノード

コントロール ハンドル

コントロール ポイント



ベベル効果
べベル効果 ([ 効果 ]  [ ベベル ]) は、グラフィック オブ
ジェクトやテキスト オブジェクトのエッジに傾斜を付け
ることにより、立体的な奥行きを与えます。べベル効果
には、スポット カラーとプロセス カラー (CMYK) の両方
を使用できるため、印刷には理想的です。[ エンボス ] ベ
ベル スタイルはオブジェクトを浮き彫りのように見せま
す。[ ソフト エッジ ] スタイルは、一部がシェーディング
されたように見える面を作成します。

塗りつぶしと輪郭
オブジェクトの内側や、何らかの形で囲まれた領域を、
カラー、パターン、テクスチャなどで塗りつぶしたり、
オブジェクトの輪郭のカラーを変更したりできます。

[ オブジェクトのプロパティ ] ドッキング 
ウィンドウ
[オブジェクトのプロパティ ] 
ドッキング ウィンドウ ([ ウィ
ンドウ ]  [ ドッキング ウィン
ドウ ]  [ オブジェクトのプロ
パティ ]) には、オブジェクト
固有のフォーマット オプショ
ンとプロパティが表示されま
す。

たとえば、長方形を作成する
場合は、[ オブジェクト プロパ
ティ ] ドッキング ウィンドウ
に、輪郭、塗りつぶし、およ
び透明度のオプションの他、
長方形のプロパティが自動的
に表示されます。テキスト フ
レームを作成すると、ドッキ
ング ウィンドウには、文字、
段落、およびフレームの
フォーマット設定オプション、
さらにテキスト フレームのプ
ロパティが即座に表示されま
す。

塗りつぶしタイプ
オブジェクトの塗りつぶしには、標準、グラデーション、
パターン、テクスチャ、PostScript、およびメッシュを使
用できます。 

グラデーション塗りつぶしは 2 色以上のカラーが徐々に
変化する塗りつぶしです。

また、ベクトル グラフィック ( ベク
トル パターン塗りつぶし ) やビット
マップ イメージ ( ビットマップ パ
ターン塗りつぶし ) でオブジェクト
を塗りつぶすこともできます。

テクスチャ塗りつぶしでは、
水、雲、石など自然界の物質の
外観をシミュレートできます。
PostScript 塗りつぶしは、
PostScript 言語で作成された複
雑なテクスチャ塗りつぶしで
す。

メッシュ塗りつぶしはカラー
を滑らかに変化させることで
オブジェクトにボリューム感
や立体的な効果をもたらしま
す。

オブジェクトを塗りつぶす
には、[ オブジェクトのプロパティ ] ドッキング ウィ
ンドウの [ 塗りつぶし ] 領域で目的の塗りつぶしの種
類を選択し、目的の塗りつぶしオプションを選択しま
す。メッシュ塗りつぶしを適用するには、メッシュ塗
りつぶしツール  を使用します。

カラーを選択する
カラー パレットは、複数のカラー 
ボックスから構成されています。
デフォルトのカラー パレットを使
用して、塗りつぶしカラーと輪郭
の色の両方を選択できます。選択
した塗りつぶしカラーと輪郭の色
は、ステータス バー上のカラー 
ボックスに表示されます。

オブジェクトを均一のカラー
で塗りつぶすには、カラー パレットのカラー ボック
スをクリックするか、オブジェクトまでカラーをド
ラッグします。

輪郭カラーを変更するには、カラー パレットのカ
ラー ボックスを右クリックするか、オブジェクトの
輪郭までカラーをドラッグします。

カラーを混合するには、カラーを適用するオブジェク
トを選択し、Ctrl キーを押しながらカラー パレットで
別のカラーをクリックします。

カラーの階調を選択するには、カラー ボックスをク
リックした状態を保ちます。



また、カラー ダイアログ ボックスでも塗りつぶしカラー
と輪郭カラーを選択できます。その場合はステータス 
バーの [ 塗りつぶし ] ボタン  または [ 輪郭 ] ボタン  
をダブルクリックします。

カラー スタイルとカラーの調和
[カラー スタイル ] ドッキング ウィンドウでは、ドキュメ
ントで使用されているカラーをカラー スタイルとして追
加できます。オブジェクトからカラー スタイルを作成す
るには、オブジェクトを [ カラー スタイル ] ドッキング 
ウィンドウにドラッグするだけです。カラー スタイルを
更新すると、このカラー スタイルを使用しているオブ
ジェクトもすべて更新されます。

カラーの調和とは一致するカラー 
スタイルをグループ化したもので、
カラー スタイルのリンクによって
カラー スキームが生成されます。
カラーの調和に規則を適用すれば、
すべてのカラーをまとめてシフト
して別のカラー スキームを作成で
きます。

スポイト ツール

スポイト ツール  でカラーをサ
ンプリングするとカラーを適用モードに自動的に切り替
わり、サンプリングしたカラーをその場で適用できます。
スポイト ツールをすぐにアクティブにするには、Ctrl + 
Shift + E を押します。

スポイト ツールは各種のカラー ダイアログ ボックスに配
置されているので、ダイアログ ボックスを閉じることな
く、ドキュメントから簡単にカラーをサンプリングした
り一致させたりすることもできます。

その他のカラー パレットにアクセスする
[カラー パレット マネージャ ] ドッキング ウィンドウ ([
ウィンドウ ]  [ ドッキング ウィンドウ ]  [ カラー パレッ
ト マネージャ ]) では、デフォルトとカスタムの両方のカ
ラー パレットの作成、整理、表示 /非表示を簡単に行え
ます。Web 専用の RGB パレットや印刷専用の CMYK パ
レットを作成できます。また、サードパーティのカラー 
パレットを追加することもできます。[ カラー パレット 
マネージャ ] ドッキング ウィンドウには、PANTONE® 
Goe ™ システムや Fashion+Home パレットなどの 
PANTONE® プロファイルが含まれています。

カラー マネージメント
カラー マネージメントでは、ドキュメントの表示、変更、
共有、別のファイル形式へのエクスポート、印刷などを
行う際に、非常に正確にカラーを再現できます。デフォ
ルトまたはドキュメント固有のカラー マネージメントの
設定を使用して、カラー プロファイル、ポリシー、およ
びレンダリング方法を設定できます。ドキュメント固有
の設定ファイルで作業している場合は、ドキュメント固
有の設定がアプリケーションのデフォルト設定に優先し
ます。

デフォルトまたはドキュメント固有のカラー マネー
ジメントの設定にアクセスするには、[ ツール ]  [ カ
ラー マネージメント ] をクリックします。

QR コード
クイック レスポンス (QR) コードは広
告や包装に広く使用されています。ス
マートフォンのユーザーは、QR コー
ドをスキャンして、ブランドの Web 
サイトに素早くアクセスし、商品の詳
細を確認できます。URL、電子メール 
アドレス、電話番号、SMS、連絡先、
カレンダー イベント、および位置情報
など、QR コードに含める情報も選択できます。

QR コードを挿入するには、[ オブジェクト ]  [QR 
コードの挿入 ] をクリックします。[ オブジェクトの
プロパティ ] ドッキング ウィンドウの [QR コード ] 領
域で、[QR コードの種類 ] リスト ボックスからオプ
ションを選択します。

ファイルをインポートする
CorelDRAW では、他のアプリケーションで作成したファ
イルをインポートして ([ ファイル ]  [ インポート ]、また
は Ctrl + I) プロジェクトで使用できます。たとえば、
Portable Document Format (PDF)、JPEG、または Adobe® 
Illustrator® (AI) ファイルをインポートできます。ファイル
形式は、使用順、拡張子、テキスト、または説明を基準
に並べ替えることができます。

テキスト ファイルをインポートするには、テキスト 
ツール  をクリックし、リスト ボックスでテキスト
以外のファイル形式を除外します。

ファイルをインポートし、アクティブなアプリケーショ
ンウィンドウにオブジェクトとして挿入できます。また、
インポート時にファイルのサイズを変更して、中央に配
置することもできます。

ピクセル表示
ピクセル表示では、ピクセル ベー
スのレンダリングによる描画が表
示されます。領域を拡大して、オ
ブジェクトの位置をより正確に設
定することができます。また、デ
ザインが Web でどのように表示
されるかをより正確に再現するこ
ともできます。

ピクセル表示を有効にするには、[ 表示 ]  
[ ピクセル ] をクリックします。プロパティ バーの [
ズーム レベル ] リスト ボックスで [800%] を選択しま
す。



写真を編集する
CorelDRAW Graphics Suite には、写真やその他のビット
マップを効果的に効率よく編集するための機能が数多く
用意されています。Corel® PHOTO-PAINT ™ でのみ利用可
能な機能もあります。

写真から不要な領域を削除して不完全部分を
修正する
Corel PHOTO-PAINT のカットアウト ラボ ([ イメージ ]  
[ カットアウト ラボ ]) では、周囲のバックグラウンドか
らイメージ領域を切り取ることができます。この機能を
使用して、髪の毛やぼんやりしたエッジなどのエッジ細
部を維持しながら、イメージ領域を分離できます。

クローン修復ツール  は、イ
メージの不要なしみや不完全な
部分をサンプリングしたテクス
チャでペイントして、その部分
のカラーをレタッチしている領
域のカラーに一致させることで、
慎重に取り除くことができます。 

RAW カメラ ファイル
RAW カメラ ファイルをインポートすると、ファイル プロ
パティやカメラ設定の情報を確認したり、イメージのカ
ラーやトーンを調整したり、イメージ品質を改善できる
ようになります。

イメージの傾き補正
[イメージの傾き補正 ] ダイアログ ボックスでは、撮影し
た写真やスキャンした写真の傾きを補正し、糸巻型や樽
型のレンズ歪曲を削除し、写真の遠近歪曲を補正できま
す。イメージの傾き補正ラボにアクセスするには、[ ビッ
トマップ ]  [ イメージの傾き補正 ] (CorelDRAW) または 
[ 調整 ]  [ イメージの傾き補正 ] (Corel PHOTO-PAINT) を
クリックします。

イメージ調整ラボ
イメージ調整ラボは自動コントロールと手動コントロー
ルで構成されます。コントロールは、右上隅からイメー
ジ補正の論理的順序で並べられます。カラー トーンの補

正を開始する前に、イメージを部分的に切り抜きまたは
レタッチすることをお勧めします。

イメージ調整ラボにアクセスするには、[ ビットマッ
プ ]  [ イメージ調整ラボ ] (CorelDRAW) または 
[ 調整 ]  [ イメージ調整ラボ ] (Corel PHOTO-PAINT) を
クリックします。

特殊効果
カメラ効果には、ボケぼかし、カラー化、セピア調、タ
イムマシンなどがあり、これらによって写真にユニーク
な視覚効果を与え、歴史を感じさせる写真スタイルを再
現できます。特殊効果には、[ ビットマップ ] メニュー 
(CorelDRAW) または [ 効果 ] メニュー (Corel PHOTO-
PAINT) からアクセスできます。

[ オブジェクト マネージャ ] ドッキング ウィ
ンドウ
Corel PHOTO-PAINT の [ オブジェクト マネージャ] ドッキ
ング ウィンドウ ([ ウィンドウ ]  [ ドッキング ウィン
ドウ ]  [ オブジェクト マネージャ ]) では、イメージ内の
オブジェクトを表示 /管理できます。たとえば、オブ
ジェクトの表示 /非表示、名前変更、スタック順序の変
更が可能です。また、マージ モードを選択し、上のオブ
ジェクトと下のオブジェクトをブレンドする方法も指定
できます。



ブラシ ピッカー
Corel PHOTO-PAINT の [ ブラシ ] 
ピッカーでは、すべてのブラシ カテ
ゴリとブラシの種類を一元化するこ
とでブラシが見つけやすくなってい
ます。[ ペイント ] 、[ 効果 ] 、
[ クローン ]  の各ツールのプロパ
ティ バーで使用できるブラシ ピッ
カーでは、ブラシの先とストローク
のプレビューを表示でき、最近使用
した 5 つのブラシの設定が保存され
ます。

ドロップ シャドウ
Corel PHOTO-PAINT では、テキスト
を含むすべてのオブジェクトにドロップ シャドウを適用
できます。イメージ ウィンドウで、ドロップ シャドウの
カラー、位置、方向、および透明度を直接変更できます。

ドロップ シャドウを作成するには、ドロップ シャド
ウ ツール  をクリックして、オブジェクトの中心ま
たはエッジからドラッグします。

透明度
オブジェクトの透明度を変更し
て、オブジェクトの下にあるイ
メージ要素を見えるようにする
ことができます。標準、グラ
デーション、テクスチャ、また
はビットマップ パターンの透
明度を適用できます。

Corel PHOTO-PAINT で透明
度を適用するには、オブジェクトの透明度ツール  
をクリックしてプロパティ バーのコントロールを使
用するか、[ オブジェクト マネージャ ] ドッキング 
ウィンドウの [ 透明度 ] コントロールを使用します。

CorelDRAW で透明度を適用するには、
[ オブジェクト ]  [ オブジェクトのプロパティ ] をク
リックし、[ オブジェクトのプロパティ ] ドッキング 
ウィンドウの [ 透明度 ] 領域にあるコントロールを使
用します。

ビットマップをトレースす
る
ビットマップのトレースは [ クイック トレース ] コマンド
を使用することで一括で実行できます。また、
PowerTRACE コントロールを使用してトレース結果をプ
レビューし調整することもできます。

ビットマップをトレースするには、CorelDRAW で
ビットマップを選択し、プロパティ バーの [ ビット
マップのトレース ] をクリックします。

ファイルをエクスポートす
る
イメージをエクスポートし ([ ファイル ]  [ エクスポー
ト ]、または Ctrl + E)、各種のファイル形式で保存するこ
とにより、他のアプリケーションでも使用できます。た
とえば、Adobe Illustrator (AI)、PDF、JPG の各形式にファ
イルをエクスポートできます。CorelDRAW (CDR) ファイ
ルの機能を必ずしもすべてサポートしていないファイル
形式もあるため、エクスポートする前に元のファイルを 
CDR ファイルとして保存しておくことをお勧めします。

[Web にエクスポート ] ダイアログ ボックス ([ ファイル ] 
 [エクスポート]  [Web]) には一般的なエクスポート コン
トロールが用意され、ファイルをエクスポートする前に
各種のフィルタ設定の結果をプレビューできます。さら
に、オブジェクトの透明度とアンチエイリアス化した
エッジのマット カラーを指定できます。これらをすべて
リアルタイム プレビューで行えます。 

スタイラスと Microsoft 
Surface Dial
ほとんどのペンとスタイ
ラスでブラシストローク
を制御できます。
CorelDRAW では、アート 
メディア ツールの表現
モードと消しゴム ツール
の両方で、スタイラスの
筆圧、傾斜、および方向をサポートします。ブラシのペ
ン先のサイズ、回転、平坦度を変えて、豊かな表現のブ
ラシストロークを作成できます。また、Corel PHOTO-
PAINT では、消しゴム ツール、ペイント ツール、および
他のブラシ ツールで、筆圧、傾斜、方向、および回転の
機能がサポートされます。

Microsoft Surface Dial がネイ
ティブにサポートされるので、
別のツールを創作ツールボック
スに追加できます。特にスタイ
ラスを Surface Dial と組み合わ
せて使用すると、タスクを完了
させる際に、ズーム イン / アウト、元に戻す、やり直し
のアクションを素早く行うことができるようになります。



キーボード ショートカット
キーボード ショートカットをすべて表示するには、[ ツー
ル ]  [ カスタマイズ ] をクリックします。カテゴリの [ カ
スタマイズ ] リストで、[ コマンド ] をクリックし、
[ ショートカットキー ] タブをクリックして、[ すべて表
示 ] をクリックします。 

整列設定のキーボード ショートカットを使用すれば、オ
ブジェクトをページに簡単に配置できます。整列させる
オブジェクトを選択し、ショートカット キーを押します。 

Corel Font Manager ™
Corel Font Manager ™ では、書体やフォント コレクション
を簡単に操作、整理、検索できます。プロジェクト用の
フォントの検索とインストール、お気に入りのフォント
に簡単にアクセスできるようにするためのフォント コレ
クションの作成、不要なフォントの管理、フォントや
フォント パックのダウンロードなどを行うことができま
す。

Corel® CONNECT ™
Corel CONNECT ではコンテンツ センターにアクセスでき
ます。これは、クリップアート、写真、フォント、シン
ボル、フレーム、塗りつぶし、イメージ リストのオンラ
イン コレクションで、corel.com アカウントでアクセスで
きます。さらに、使用しているコンピュータ、ローカル 
ネットワーク、または選択したオンライン コンテンツ プ
ロバイダの Web サイト上のコンテンツを検索できます。
必要なコンテンツを検索したら、ドキュメントにイン
ポートして、関連付けられたアプリケーションで開いて、
今後の参照用にトレイに収集することができます。

[ 追加 ] ドッキング ウィン
ドウ
アプリケーション、プラグ
イン、拡張機能を 
CorelDRAW および 
Corel PHOTO-PAINT 内から
直接ダウンロードして、創
作ツールのコレクションを
増やすことができます 
([ ウィンドウ ]  [ ドッキン
グ ウィンドウ ]  [ 追加 ])。
Corel® Website Creator ™ の
無償ライセンスのダウン
ロード、究極の RAW ワーク
フローのための AfterShot 
Pro の購入、驚異的なビット
マップ効果のための Corel 
ParticleShop の体験使用など
が可能です。 
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